
集中改革プラン平成１８年度取組実績

取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

浄化センターの運転管
理業務委託

浄化センターの運転管理業務について、比較項目を検討する。
第１処理場の運転管理業務を平成２０年４月から民間委託する方向で
作業を進める。

― 浄化センター

直営し尿収集範囲の縮
減

前年比で収集作業嘱託職員３名と収集作業車両１台を削減した。
平成２０年度より収集地区の一部を許可業者に移管することを予定し
ている。

6,555 浄化センター

保育所の民営化及び統
廃合

内部で保育所、保育園の民営化、統廃合の資料（人口、運営状況、他
市の取組事例等）の情報収集を行った。

― 少子化対策課

取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

指定管理者制度導入 平成１８年度から１５２施設に制度を導入した。 33,000 施設管理課

直営施設に指定管理
者制度導入を検討

きらめき工房に制度導入をする方向で調整した。
きらめき工房保護者会との懇談会を３回実施し、意見・要望の聞き取
りを行った。

― 高齢障害課

取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

定員管理の適正
化

集中改革プランにおけ
る定員管理

平成１８年４月１日の伊賀市職員数１，４５５人、平成１９年４月１
日の職員数１，４２９人、２６人を削減した。
※定員適正化計画による職員の平成１８年４月１日の伊賀市職員数９
９３人、平成１９年４月１日の職員数９６９人、２４人を削減した。
（１４５，４４４千円の削減額）

145,444 職員課

取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

給与等の適正化 給与等の適正化
国家公務員に準拠した額に扶養手当見直し。
国家公務員に準拠し昇給の１号抑制を実施した。（効果額３，６１９
千円）

3,619 職員課

取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

行政評価システムの導
入

行政評価システムを導入し、事務事業１，１９４事業について評価を
行った。

―
行政改革・政策
評価推進室

病院機能評価の取得
検討委員会を設置し業務内容や院内環境を改善し、病院機能評価を受
験した。

― 市民病院庶務課

権限移譲の推進
庁内での権限移譲対応整理シートの取りまとめを行った。
パッケージを中心に情報提供や協議を行い、障がい者相談員の事務等
について、平成１９年度から権限移譲を受ける。

―
行政改革・政策
評価推進室

外部監査制度の導入 先進地である市町の事例を検討した。 ― 監査委員事務局

猟友会組織の統合 平成１８年６月に伊賀市猟友会が設立された。 ― 農林政策課

窓口の利用時間延長
平成１８年度から毎週木曜日午後７時３０分まで窓口を延長してい
る。利用者数３９６人、利用件数７０７件の利用があった。

― 住民課

イベント開催時の連
携・調整

広報紙、行政番組でお知らせしている他、市ホームページの行事カレ
ンダーに随時掲載している。

―
企画調整課・広
聴広報課

上下水道使用料の一括
徴収の検討

電算システム未導入であった大山田支所分の構築及び９月からの稼
動、伊賀支所分のシステム組み込みが終了し、１９年４月から伊賀市
下水道料金システム統合が完了する。

― 下水道課

観光関係団体事務局事
務の見直し

伊賀市観光協会会長連絡会議の協議を経て、平成１９年１月９日に伊
賀市観光協会連絡会議を設置し関係者が一同に会して協議していくた
めの体制づくりを行った。

― 観光振興課

国際交流員の見直し
国際交流員の任期切れの平成１８年８月１日から１名に削減２名から
１名にした。

3,200 文化国際課

直営し尿収集範囲の縮
減

平成２０年度より収集地区の一部を許可業社に移管することを検討し
た。収集車両１台、嘱託職員３名を削減した。

6,555 浄化センター

指定ごみ袋制度の導入
１９年１月より導入した。平成１９年１月から３月の３ヶ月間で前年
度の同期間と比較して２６６，１５０ｋｇ、６．１５％減量。指定ご
み袋取扱店募集２３３店登録があった。

― 清掃事業課

民間委託等の推進

指定管理者制度
の活用
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取 組 内 容 事 務 事 業 名 取 組 概 要 及 び 効 果
効果額等

（単位：千円）
所 管 課

環境基本計画の策定 環境基本計画を策定した。 ― 環境政策課

水道事業整備計画の策
定

市民アンケート調査により水道に対する意識やニーズが明らかになっ
た。
外部委員会において、水道事業の統合に向けての給水人口・給水量・
水源計画の承認を得た。

― 水道総務課

同和行政推進計画の策
定

生活実態調査が実施でき年度末に分析報告が完了した。 ― 同和課

水道事業評価の実施 平成１７年度に設置し、新規事業の事前評価を実施している。 ― 水道施設課

基金活用奨学金
４つあった各基金の運用の違いにより年度毎に奨学金対象人員に変動
があったが、今後は毎年２名に支給することができる。「ササユリ奨
学金」として運用する。

― 教育総務課

中学校９校分について
給食センター整備

１９年４月５日に「いがっこ給食センター夢」が竣工し、同１１日か
ら市内全中学校度に学校給食を実施する。

― 教育総務課

伊賀水田ビジョンの見
直し

水田農業推進協議会設立準備会を開催し水田農業ビジョンの検討を
行った。
各集落座談会を開催し水田農業ビジョン案の説明を行った。

― 農林政策課

個人給付の統一
水田農業ビジョンに基づく新たな市単独事業（案）により、新年度か
ら個人給付の統一を図る。

― 農林政策課

団体補助の統一
農林政策担当課長会及び聴き取り等により調整
団体補助の統一を図り、支援効果を評価する体制を確立する。

― 農林政策課

自主運行バス・行政
サービス巡回車の見直
し

市の将来像、基本方針、バスサービスの基本的な考え方、見直しの方
向性等を取りまとめた交通計画案と具体的施策を盛り込んだアクショ
ンプログラム案を策定した。

― 企画調整課

合併処理浄化槽関係補
助金の見直し

修繕補助金を平成１８年度から廃止した。
設置補助金は金額の統一を行った。

5,197 下水道課

芭蕉顕彰組織の統合
平成１９年４月１日付けで財団法人芭蕉翁顕彰会といがまち芭蕉翁顕
彰会が統一される。

― 文化国際課

国際交流協会の統合 平成１９年４月１日付けで、伊賀市国際交流協会が設立される。 ― 文化国際課

事務･事業の再
編・整理・廃
止・統合
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